
別紙様式

　　　熊野町教育委員会教育長　様

学校名（　　熊野町立熊野第四小学校　　）

ｈ

達成値
ｈ
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１０月 ２月
イ

適正
ロ

不適
正

ハ
分か
ら

ない

〇居心地のよい
学級集団づくり
の創造
＜生徒指導部＞

〇特活の推進

〇「学校楽しーと」の結果を受け
ての具体的な手立ての実践

学校楽しーとの項目
「この学級の一員で
よかった」と思う児童
の割合

５月→１０月
             ・・・８０％
１０月→２月
            ・・・８５％

82.0% 1.025

A

A

○肯定的な回答をした児童
の割合が82.0％で，目標の
80％を超えることができた。
自分の居場所があると感じて
いる児童が多かった。

○「この学級の一員でよかった」に否定的な回答
をしている児童は18.0％いた。特に，学級や学校
を，特別活動（学級活動・児童会活動・クラブ活
動・学校行事）における 多様な集団活動を通し
て，支え合い，高め合う集団 にしていけるよう，
計画的に取り組んでいく。

〇他者と協働し
て課題解決をす
る児童の育成
＜研究部＞

〇主体的・協働的に学ぶ課題発
見解決型の体育科授業を通して

〇児童・教職員の意
識調査肯定的な回答
の割合

〇抽出児童の技能の
変容

単元前→単元後
９０％

単元前→単元後
８０％

98.1%

100%

1.22

1.25

A

A

○全体研修・ブロック研修を
実施した児童の意識調査は
肯定的な回答が95%を超え
た。。未実施の児童と職員の
事後アンケートは3月に記載
する。
○指導者が定めた技能の基
準に対して，抽出児童全員の
技能が伸びる結果となった。

○研究通信を通して，ブロック研修や全体
研修の成果や課題を周知し，授業改善に
生かしていく。
○課題発見解決型の学習を通して技能が
より伸びていくように，授業づくりを担当教
員と共に進めていく。

主体的な学
び

主体的に学び，
確かな学力を身
につけた児童の
育成

〇主体的な学び
を促す授業の創
造
＜教務部＞

〇授業改善に向けて
・令和２年度町学力調査結果で課
題となった思考･判断･表現に係る
算数科の単元開発を全学年で行
う。

〇学力の定着に向けて
・かがやきタイムを，タブレットを使
い行う。

〇熊野町学力調査
　国語・算数の学年
平均

〇学期末テスト
　知識・技能の部分
で対期待値

全学年，全国平均
を上まわる。

１．０４以上

―

100％

―

1.004

―

A

１月に実施する。

○令和２年度町内学力調査
において課題のあった問題
について校内研修を行い全
学年で単元開発を進めてい
る。学期末テスト対期待値は
算数科平均1.04国語科平均
1.05でどちらも1.04を超えた。

7 0 0

○既習事項の定着を図るため,GOGOくまよ
んタイム（帯タイム）を使い，タブレットや電
子黒板などで効果的に学習を行う。
○算数科で開発した単元で思考力を伸ば
していく。
○様々な問題形式に慣れるため，朝の帯
タイムを活用する。

健康・安全

健康・安全に関
する知識をもち，
適切に行動する
ことができる児
童の育成

〇健康・安全教
育の推進
＜保健安全部＞

〇体力の向上
　体育科の授業・体育的行事・外
遊びの推奨を通した体力つくりの
取組

〇防災教育の推進
・目的意識をもった避難訓練の実
施
・地域と連携した防災教育の取組

〇感染症対策の徹底

〇体力テストの結果
から課題の種目の向
上率
５月→１１月

〇目的意識をもった
避難訓練が実施でき
る児童の割合

〇感染症対策（手洗
いの励行・マスクの
着用）が徹底できる
児童の割合

１０５％

９５％以上

９５％以上

103%

98.7
％

100％

0.98

1.039

1.053

B

Ａ

Ａ

○新体力テストの結果，特に
課題のある20ｍシャトルラン
の向上に取り組んできた。
１０月の下旬に２回目のシャ
トルランを実施した結果，向上率は
１０３％で，目標値の
１０５％を上回ることができな
かった。

○２学期に実施した避難訓練実施
後の児童アンケートでは，肯定的な
回答をした児童の割合が98.7％で，
目標値の95％以上を達成すること
ができた。

○２学期に実施した児童アンケート
と児童の生活の様子から，１００％
を達成することができた。感染症対
策週間を設け，予防を徹底した成果
である。

7 0 0

○学年によって向上率に差がみられたた
め，学年間で工夫して，体育科の授業の中
に，瞬発力と持久力を高める取組を組み入
れる。また，全校においては，校内持久走
記録会，鬼ごっこを中心とした外遊びを実
施して取り組む。向上率が達成できていな
い学年は，１月に再度シャトルランを実施し
て向上率を検証する。
○日常的に自分の身を守る行動がとれる
取組（先生の指示や放送をよく聞く，安全に
気をつける等）を継続して行う。また，授業
での防災教育・教職員の防災研修を実施
することで，防災への意識を高めていく。
○感染症対策１００％を維持するために，
①継続した手洗い・マスク着用の声かけを
行う。②感染症対策週間を実施する。③保
健指導を通して冬期での感染症対策の徹
底を図る。

令和3年度　学校評価表（　計画　・　中間　・　最終）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　５月末　・　１１月末　・　３月初旬　】

a
学校教育目標

主体的に学び，共に生きる子供の育成
ｂ

経営理念
ミッション・ビジョン

〇児童⇒学んで良かったと児童が感じる学校
〇保護者⇒ わが子を通わせて良かったと思う安心･安全な学校，共に子育てを考える学校
〇地域⇒ この地にあって良かったと思える学校，　郷土愛を育み，地域の誇りを持たせる学校
〇職員⇒ 働きがいのある学校

評価計画（５月末提出） 自己評価 学校運営協議会委員による評価 n改善方策

ｃ
中期経営目標

　（３年後を見据
えて）

ｄ
短期経営目標
　　（今年度）

e
目標達成のための方策

ｆ
評価項目・指標

ｇ
目標値

i＝
h/g
達成
度

ｊ評価
A～Ｄ
４段
階評
価

ｋ結果と課題の説明
（短期経営目標につい
ての評価結果）

ｌ 自己評価に関する評価

（関係者評価者の合計人数）

１０月 ２月

7 0 0共に生きる児童の育成共に生きる

ｊ評価　A～Ｄ　４段階評価 
Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００
Ｃ：６０≦（もう少し）<８０
Ｄ：（できていない）<６０

・学校内の児
童の姿に接す
る機会が少な
く，評価し難い
が，児童は．
明るく快活に
成長している
ように見える。
・校長を中心
に，知・徳・体
のバランスの
とれた児童の
育成に取り組
んでいる。今
後さらに目標
値をあげて取
り組みを進め
てほしい。
・「この学級の
一員でよかっ
た」に否定的
な回答率が１
８％はとても
気がかり。
・少しずつ行
事が行えてい
ることに感謝。
・感染症対策
にこれからも
気を付けてほ
しい。
・達成値がず
いぶん高く
なってきてい
る。努力の結
果だと思う。
・自己評価高く
て素晴らしい
と思う。
・色々な面で
の努力を感じ
る。


